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Atelier Bow-Wow 

 

 
「事」「こと」使用例 読み 典拠 

遊び事 ｱｿﾋﾞｺﾞﾄ 記 
荒事 ｱﾗｺﾞﾄ 記 
争い事 ｱﾗｿｲｺﾞﾄ 記 
あらぬ事 ｱﾗﾇｺﾄ 記 
(彼女は私の)言うこと(がよく
わからないらしい) 

ｲｳｺﾄ 林 

(うま)いこと(やれ) ｲｺﾄ 林 
(うま)いこと(を言う) ｲｺﾄ 記 
(うま)いこと(処理した) ｲｺﾄ 朝 
(今日はい)いこと(をした) ｲｺﾄ 林 
(長)いこと(留守にする) ｲｺﾄ 林 
祝いごと ｲﾜｲｺﾞﾄ 林 
大ごと ｵｵｺﾞﾄ 記 
鬼ごと[＝鬼ごっこ] ｵﾆｺﾞﾄ 林 
隠し事 ｶｸｼｺﾞﾄ 朝 

考えごと ｶﾝｶﾞｴｺﾞﾄ 林 
考え事 ｶﾝｶﾞｴｺﾞﾄ 記､日､朝 

聞いた事 ｷｲﾀｺﾄ 日 
きれいごと ｷﾚｲｺﾞﾄ 林 
詳しい事(はあとで話します) ｸﾜｼｲｺﾄ 林 

芸ごと ｹﾞｲｺﾞﾄ 林 
芸事 ｹﾞｲｺﾞﾄ 記 

(愚息)こと ｺﾄ 林 
(清水次郎長)こと(山本長五
郎) 

ｺﾄ 林 

事新し(い) ｺﾄｱﾀﾗｼ 記､毎､朝､漢 
(一朝)事ある時(は) ｺﾄｱﾙﾄｷ 林､朝 
事あれかし ｺﾄｱﾚｶｼ 朝 
(・・・)ことがあ(る) ｺﾄｶﾞｱ 林 
(外国へ行っ)たことがあ(る) ｺﾄｶﾞｱ 林 
事欠く ｺﾄｶｸ 記､Ｎ､漢 
事が事だ(けに) ｺﾄｶﾞｺﾄﾀﾞ 朝 
(・・・)ことがな(い) ｺﾄｶﾞﾅ 林 
事が運(ぶ) ｺﾄｶﾞﾊｺ 読 
事が面倒 ｺﾄｶﾞﾒﾝﾄﾞｳ 記 
事柄 ｺﾄｶﾞﾗ 記､文､Ｎ､漢 
こと切れ(る) ｺﾄｷﾚ Ｎ､漢 
事ごと(に) ｺﾄｺﾞﾄ 朝､Ｎ､漢 

事細か(に) ｺﾄｺﾏｶ 
記､毎､朝､Ｎ､
漢 

事足(りる) ｺﾄﾀ 記､毎､Ｎ､漢 
(・・・)ことだ ｺﾄﾀﾞ 林 

   

事と次第(によっては許せな
い) 

ｺﾄﾄｼﾀﾞｲ 
林､記､読､朝､
正 

事なかれ主義 ｺﾄﾅｶﾚｼｭｷﾞ 記 
事なきを(得る) ｺﾄﾅｷｦ 林､読 
(・・・)ことに(する) ｺﾄﾆ 林 
事に当た(る) ｺﾄﾆｱﾀ(ﾙ) 記､文､朝 
(・・・)ことにし(ている) ｺﾄﾆｼ 林 
(・・・)ことにな(る) ｺﾄﾆﾅ 林 
事に触れ(て) ｺﾄﾆﾌﾚ 読 
ことによると ｺﾄﾆﾖﾙﾄ 記 
事の起こり ｺﾄﾉｵｺﾘ 林､記､日 

事の推移(を見守る) ｺﾄﾉｽｲｲ 林 

事のついで(に) ｺﾄﾉﾂｲﾃﾞ 記 

事始め ｺﾄﾊｼﾞﾒ 
新､読､毎､朝､
Ｎ､漢 

事は重大(だ) ｺﾄﾊｼﾞｭｳﾀﾞｲ 林 
(・・・)ことはな(い) ｺﾄﾊﾅ 林 
(何も急ぐ)ことはな(い) ｺﾄﾊﾅ 林 
事もあろうに ｺﾄﾓｱﾛｳﾆ 記 
事もなげに ｺﾄﾓﾅｹﾞﾆ 記 
事を荒立て(る) ｺﾄｦｱﾙ 読 
事を起こ(す) ｺﾄｦｵｺ 記､文 
事を構え(る) ｺﾄｦｶﾏｴ 記､漢 
事を好(む) ｺﾄｦｺﾉ 読 
事を分け(て説明する) ｺﾄｦﾜｹ 林 
(研究)している事 ｼﾃｲﾙｺﾄ 記 
(許可)しないこと(がある) ｼﾅｲｺﾄ 文 
自分の事(は自分でしなさい) ｼﾞﾌﾞﾝﾉｺﾄ 林 
(英語を話)すこと(ができる) ｽｺﾄ 林､正 
(勉強)すること(だ) ｽﾙｺﾄ 朝 
(彼に裏切られ)たこと(は一
生忘れられない) 

ﾀｺﾄ 林 

(彼の言っ)たこと(を聞いた
か) 

ﾀｺﾄ 林 

(聞い)たこと(がない) ﾀｺﾄ 記 
(それについて深く考え)たこ
とがな(い) 

ﾀｺﾄｶﾞﾅ 林 

(見)たこともな(い) ﾀｺﾄﾓﾅ 記､日､読､朝 
(黙ってい)たということ(は,認
めた-になる) 

ﾀﾄｲｳｺﾄ 林 

(もし彼に知られ)たら事(だ) ﾀﾗｺﾄ 林 

(失敗し)たら事(だ) ﾀﾗｺﾄ 読 
作り事 ﾂｸﾘｺﾞﾄ 記 

｢事/こと｣･｢時/とき｣･｢所/ところ｣･｢物/者/もの｣の使い分け例の一覧表 

これは､国語辞書や用字用語集など１２冊に収録されている上記４語について､漢字/平仮名の使い分け例を集め､１語ごとに

串刺し検索が出来るようにした物である。 

【使用例欄の見方】 ①漢字/平仮名使い分け該当部分の文字を目立つように太文字にした。②「遊び事」､「時ならぬ」や｢勝

負どころ｣のような慣用句（イディオム）は典拠にある表記どおりに表示した。③「時には酒を飲む」のような例文の場合は、入

れ替え可能な部分を（ ）で囲んで「時には(酒を飲む)」のように表示した。④「正しいものと認める」のように該当部分の直前が

用言の場合、その語幹部分までを（ ）に入れた。⑤[ ]で表示した部分は､典拠の文書で括弧表示されている読みや説明で､

文字列検索や文字変換時には不要なものである。 

【読み欄の見方】 ①使用例欄で、（ ）と[ ]でくくられていない部分の読みを､半角片仮名で表記し､語ごとに昇順ソートをし

た。これにより、同様な使用例が連続して表示できた。 

【典拠欄の見方】典拠とした１２冊の書籍を以下のように略して表示した。 

林⇒スーパー大辞林３.０ 三省堂 2005 記⇒記者ハンドブック第１３版 共同通信社 2019 

日⇒日本語スタイルガイド第３版 ＴＣ協会 2016 文⇒文部省用字用語例(昭和５６年１２月) 

新⇒新聞用語集 日本新聞協会 1996 読⇒読売新聞用字用語の手引き(第３版) 中央公論新社 2011 

毎⇒毎日新聞用語集[改訂新版] 毎日新聞社 2007 朝⇒朝日新聞の用語の手引き[改訂新版] 朝日新聞社 2007 

Ｎ⇒ＮＨＫ新用字用語辞典 日本放送協会 2008 漢⇒ＮＨＫ漢字表記辞典 ＮＨＫ放送文化研究所 2012 

正⇒日本語の正しい表記と用語の辞典第三版 講談社 2015 言⇒言葉に関する問答集総集編 文化庁 1995 

【その他】        ﾂﾕﾄﾞｷを「梅雨時/梅雨どき」のように典拠によって表記が異なるもの。同音でも意味が違うものは除く。 

【付録】 ＴＣシンポジウム２０２０ 発０１ 漢字と平仮名のどちらで書くのか 
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 (準備)ておくこと ﾃｵｸｺﾄ 記 
出来事 ﾃﾞｷｺﾞﾄ 記 
(・・・)ということ(だ) ﾄｲｳｺﾄ 林 
(…)と言うこと(にした) ﾄｲｳｺﾄ 朝 
(彼は来年留学する)というこ
と(だ) 

ﾄｲｳｺﾄ 林 

どんな事(が起こっても驚く
な) 

ﾄﾞﾝﾅｺﾄ 林 

(勝手)なこと(をするな) ﾅｺﾄ 記､読 
(彼が有能)なこと(を認めな
い人はいない) 

ﾅｺﾄ 林 

悩み事 ﾅﾔﾐｺﾞﾄ 記 
習い事 ﾅﾗｲｺﾞﾄ 記 
願い事 ﾈｶﾞｲｺﾞﾄ 記 

(・・・)のこと(だ) ﾉｺﾄ 林 
(・・・)のこと(をいう) ﾉｺﾄ 林 
(こ)のこと(は) ﾉｺﾄ 記 
(そ)のこと(を忘れないで) ﾉｺﾄ 朝 
(タイガーとは虎)のこと(をい
う) 

ﾉｺﾄ 林 

(今の話の某氏というのは遠
藤さん)のこと(だ) 

ﾉｺﾄ 林 

(私)の事(をほめてくれた) ﾉｺﾄ 林 
(試験)の事(を話す) ﾉｺﾄ 林 
(人)のこと(みたいに) ﾉｺﾄ 記 
(彼は彼女)の事(が好きらし
い) 

ﾉｺﾄ 林 

(彼)の事(だからうまく処理す
るだろう) 

ﾉｺﾄ 林 

(自分の)したこと(を反省しな
さい) 

ﾉｼﾀｺﾄ 林 

はかりごと ﾊｶﾘｺﾞﾄ 林 
人ごと[＝ひとごと] ﾋﾄｺﾞﾄ 記 
ままごと ﾏﾏｺﾞﾄ 林 
見事 ﾐｺﾞﾄ 記 
(読)むこと ﾑｺﾄ 記 
物事 ﾓﾉｺﾞﾄ 記 
約束事 ﾔｸｿｸｺﾞﾄ 記 
(この際真実を述べ)ること(が
一番いい) 

ﾙｺﾄ 林 

(見)ること(ができる) ﾙｺﾄ 記 
(合格したかったら勉強)るこ
と(だ) 

ﾙｺﾄ 林 

(風邪気味の時は早く寝)るこ
と(だ) 

ﾙｺﾄﾞ 林 

(・・・す)ること(にしている) ﾙｺﾄﾆ 記､Ｎ､漢 
(試して)ることに(しました) ﾙｺﾄﾆ 林 
(朝は６時に起き)ることにし
(ている) 

ﾙｺﾄﾆｼ 林 

(彼に同情す)ることは(い) ﾙｺﾄﾊﾅ 林 
(来)ることも(ある) ﾙｺﾄﾓ 日 
私こと(このたび先に転居致
しました) 

ﾜﾀｸｼｺﾄ 林､文 

(あ)んなこと(になって) ﾝﾅｺﾄ 記､読 

(そ)んなこととは(知らずに) ﾝﾅｺﾄﾄﾊ 記 
 

「時」「とき」使用例 読み 典拠 

いざというとき ｲｻﾞﾄｲｳﾄｷ 記､読 
一時 ｲｯﾄｷ 林 
(暑)いとき(は) ｲﾄｷ 日 
(頭が痛)いとき(は､この薬を
のむとよい) 

ｲﾄｷ 林 

(都合の悪)いとき ｲﾄｷ 記 
(行けな)いとき(は連絡する) ｲﾄｷ 記 

売り時 ｳﾘﾄﾞｷ 記 
売りどき ｳﾘﾄﾞｷ 林 

書き入れ時 ｶｷｲﾚﾄﾞｷ 記 
書き入れどき ｶｷｲﾚﾄﾞｷ 林 

(行)くとき(は) ｸﾄｷ 日 
事有るとき ｺﾄｱﾙﾄｷ 記 
木[こ]の芽どき ｺﾉﾒﾄﾞｷ 林 

困ったときの神頼み 
ｺﾏｯﾀﾄｷﾉｶﾐﾀﾞ
ﾉﾐ 

記､読 

(危急)存亡の時[＝秋] ｿﾝﾎﾞｳﾉﾄｷ 林 
たそがれどき ﾀｿｶﾞﾚﾄﾞｷ 林 
(・・・し)たとき ﾀﾄｷ Ｎ､漢 
(この前彼に会っ)た時(は元
気だった) 

ﾀﾄｷ 林 

(事故が起こっ)たとき ﾀﾄｷ 記 
(もしも帰ってき)たとき(は) ﾀﾄｷ 記 

梅雨時 ﾂﾕﾄﾞｷ 記 
梅雨[つゆ]どき ﾂﾕﾄﾞｷ 林 

時折 ﾄｷｵﾘ 
記､日､新､読､
毎､朝､Ｎ､漢､
正 

時が移(る) ﾄｷｶﾞｳﾂ 読 
時が解決(する) ﾄｷｶﾞｶｲｹﾂ 記 
時がた(つ) ﾄｷｶﾞﾀ 漢 
時しも ﾄｷｼﾓ 林 
時たま ﾄｷﾀﾏ 記､Ｎ､漢 
時々 ﾄｷﾄﾞｷ 記､日､Ｎ､漢 

時として ﾄｷﾄｼﾃ 
林､記､日､Ｎ､
漢 

時と場合 ﾄｷﾄﾊﾞｱｲ 記 
(どんな服装がよいかは)時と
場所(による) 

ﾄｷﾄﾊﾞｼｮﾆ 林 

時ならぬ ﾄｷﾅﾗﾇ 記 

時に[副･接] ﾄｷﾆ 
林､記､日､Ｎ､
漢 

時に遭(う) ﾄｷﾆｱ 林 
時に応じ(た判断が必要だ) ﾄｷﾆｵｳｼﾞ 林 
時にかな(う) ﾄｷﾆｶﾅ 林 
時に従(う) ﾄｷﾆｼﾀｶﾞ 林 
時には(酒を飲む) ﾄｷﾆﾊ 林 
時には[たまには] ﾄｷﾆﾊ 記 
時の(首相) ﾄｷﾉ 林 
時の記念日 ﾄｷﾉｷﾈﾝﾋﾞ 文 
時の権力 ﾄｷﾉｹﾝﾘｮｸ 林､記 
(遊びに興じて)時の経つ(の
も忘れる) 

ﾄｷﾉﾀﾂ 林 

時の流れ ﾄｷﾉﾅｶﾞﾚ 林､記 
時の人 ﾄｷﾉﾋﾄ 記､日 
時は金なり ﾄｷﾊｶﾈﾅﾘ 記､読 
時は春 ﾄｷﾊﾊﾙ 林 
時めく[栄える⇒今を時めく
人気作家] 

ﾄｷﾒｸ 
記､新､読､朝､
Ｎ､漢､正 

ときめく[心が躍る⇒期待・喜
びで胸がときめく] 

ﾄｷﾒｸ 
記､読､毎､朝､
Ｎ､漢､正 

時を得(る) ﾄｷｦｳ 読 
時を告げ(る鐘) ﾄｷｦﾂｹﾞ 林 
時を待(つ) ﾄｷｦﾏ 林､記 
時を見(て実行する) ﾄｷｦﾐ 林 
何時[＝なんどき] ﾅﾝﾄﾞｷ 記 
(子供)の時(の思い出) ﾉﾄｷ 林 
(衆院解散)のとき(は) ﾉﾄｷ 記 
(・・・)のとき ﾉﾄｷ 文 
(事故)のとき(は連絡する) ﾉﾄｷ 文 
(実行)の時(が来た) ﾉﾄｷ 記 
(もし彼が不在)のとき(にはど
うするか) 

ﾉﾄｷ 林 

花見どき ﾊﾅﾐﾄﾞｷ 林 
引き上げどき ﾋｷｱｹﾞﾄﾞｷ 林 
(会社の)引けどき ﾋｹﾄﾞｷ 林 
昼飯どき ﾋﾙﾒｼﾄﾞｷ 林 
万一のとき ﾏﾝｲﾁﾉﾄｷ Ｎ､漢 
(期待で)胸がときめ(く) ﾑﾈｶﾞﾄｷﾒｸ 毎 
(・・・しようとす)るとき(には) ﾙﾄｷ 記 
(社員を採用す)るとき(は) ﾙﾄｷ 記 
   

「所」「ところ」使用例 読み 典拠 

ある所(に行く) ｱﾙﾄｺﾛ 記､日 
(行)く所 ｸﾄｺﾛ 記 
至る所 ｲﾀﾙﾄｺﾛ 記､毎 
(い)いところ(へ来た) ｲﾄｺﾛ 正 
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 (広)い所(で遊ぶ) ｲﾄｺﾛ 正 
(遠)い所(から来た) ｲﾄｺﾛ 林 
(小説のおもしろ)いところ(だ
け話す) 

ｲﾄｺﾛ 林 

居所 ｲﾄﾞｺﾛ 記､毎 
今のところ ｲﾏﾉﾄｺﾛ 記､日､読､毎 
今のところ(は心配がない) ｲﾏﾉﾄｺﾛ 林､朝 
(住んで)いる所 ｲﾙﾄｺﾛ Ｎ､漢 
打ち所(が悪い) ｳﾁﾄﾞｺﾛ 読 
腕の見せどころ ｳﾃﾞﾉﾐｾﾄﾞｺﾛ 記､毎 
おおよそのところ ｵｵﾖｿﾉﾄｺﾛ 読 
(身の)置き所 ｵｷﾄﾞｺﾛ 毎 
落としどころ ｵﾄｼﾄﾞｺﾛ 記､毎 
思うところ ｵﾓｳﾄｺﾛ 記 
(千円)がところ(損をした) ｶﾞﾄｺﾛ 林 
考えどころ ｶﾝｶﾞｴﾄﾞｺﾛ 記 
考えるところ(があって) ｶﾝｶﾞｴﾙﾄｺﾛ 朝 
勘所 ｶﾝﾄﾞｺﾛ 記､毎 
(社の)幹部どころ(が集まっ
た) 

ｶﾝﾌﾞﾄﾞｺﾛｱﾂﾏ
ｯﾀ 

林 

聞いたところ(では) ｷｲﾀﾄｺﾛ 日 
聞くところ(によると) ｷｸﾄｺﾛ 林 
今日のところは(この程度に
しておきます) 

ｷｮｳﾉﾄｺﾛﾊ 林､朝 

きれいどころ きれいどころ 林 
(いま行)くところ(だ) ｸﾄｺﾛ 正 

このところ ｺﾉﾄｺﾛ 記､朝 

米どころ ｺﾒﾄﾞｺﾛ 林､記 
(法律の)定めるところ(により) ｻﾀﾞﾒﾙﾄｺﾛ 記､Ｎ､漢 
(ここが思案の)しどころ ｼﾄﾞｺﾛ 記､毎､朝 
正直なところ ｼｮｳｼﾞｷﾅﾄｺﾛ 毎､朝 
勝負どころ ｼｮｳﾌﾞﾄﾞｺﾛ 記､朝 
(自分の)信ずるところ(を述べ
る) 

ｼﾝｽﾞﾙﾄｺﾛ 林 

(彼のめざ)すところの(理想) ｽﾄｺﾛﾉ 林 
(・・・)するどころか ｽﾙﾄﾞｺﾛｶ 朝 
(・・・)するどころの騒ぎでは
な(い) 

ｽﾙﾄﾞｺﾛﾉｻﾜｷﾞ
ﾃﾞﾊﾅ 

記 

すんでのところ(で助かる) ｽﾝﾃﾞﾉﾄｺﾛ 林 

すんでのところ 
ｽﾝﾃﾞﾉﾄｺﾛﾃﾞﾀ
ｽｶﾙ 

毎 

そこのところ(をもっと詳しく) ｿｺﾉﾄｺﾛ 朝 
(･・・)たところ(が駄目だった) ﾀﾄｺﾛ 記 
(食べて)たところ(まずかっ
た) 

ﾀﾄｺﾛ 正 

(今し方外出し)たところ(だ) ﾀﾄｺﾛ 林 

(生まれ)た所 ﾀﾄｺﾛ 朝 

(町を出)た所に(橋がある) ﾀﾄｺﾛﾆ 林 

茶どころ ﾁｬﾄﾞｺﾛ 林 

つかみどころ(がない) ﾂｶﾐﾄﾞｺﾛ 林､記 
つまるところ ﾂﾏﾙﾄｺﾛ 記 
(彼女が一人で歩い)ていると
ころ(を見たことがある) 

ﾃｲﾙﾄｺﾛ 林 

(ちょうど家を)出たところ ﾃﾞﾀﾄｺﾛ 読､毎 

出どころ ﾃﾞﾄﾞｺﾛ 記､朝 
時と所(を考える) ﾄｷﾄﾄｺﾛ 林 

ところが[(接続詞] ﾄｺﾛｶﾞ 
記､文､読､漢､
Ｎ､正 

所書き ﾄｺﾛｶﾞｷ 
記､文､毎､朝､
Ｎ､漢､正 

所構わず ﾄｺﾛｶﾏﾜｽﾞ 読､毎､Ｎ､漢 

所変われば(品変わる) ﾄｺﾛｶﾜﾚﾊﾞ 林､読､毎 

所嫌わず ﾄｺﾛｷﾗﾜｽﾞ 記､読 
所狭し ﾄｺﾛｾﾏｼ 記､毎 
ところで[接続詞] ﾄｺﾛﾃﾞ 文､Ｎ､漢 
ところで(あれは何だろう) ﾄｺﾛﾃﾞ 正 

ところどころ ﾄｺﾛﾄﾞｺﾛ Ｎ､漢 
所々 ﾄｺﾛﾄﾞｺﾛ 記 

(書類に)所と名前(を書き込
む) 

ﾄｺﾛﾄﾅﾏｴ 林 

所払い ﾄｺﾛﾊﾞﾗｲ 林､記 

所番地 ﾄｺﾛﾊﾞﾝﾁ 
林､記､読､毎､
朝､Ｎ､漢 

所を得る ﾄｺﾛｦｳﾙ 読 
ところを得(た人事配置) ﾄｺﾛｦｴ 林 
(広々)とした所 ﾄｼﾀﾄｺﾛ 日 
(出かけよう)とするところに
(来客があった) 

ﾄｽﾙﾄｺﾛﾆ 林 

狙いどころ ﾈﾗｲﾄﾞｺﾛ 記 
(それは)望むところ(だ) ﾉｿﾞﾑﾄｺﾛ 記 
望むところ ﾉｿﾞﾑﾄｺﾛ 読､朝 
(・・・)のところ ﾉﾄｺﾛ 文 
(現在)のところ(差し支えな
い) 

ﾉﾄｺﾛﾂｶｴﾅｲ 文､Ｎ､漢 

(あなた)の所では(何人社員
がいますか) 

ﾉﾄｺﾛﾃﾞﾊ 林 

(私)の所では(まだそんな風
習が残っている) 

ﾉﾄｺﾛﾃﾞﾊ 林 

(口の上)の所に(吹き出物が
できる) 

ﾉﾄｺﾛﾆ 林 

(窓)の所に(立つ) ﾉﾄｺﾛﾆ 林 
(兄)の所は(五人家族だ) ﾉﾄｺﾛﾊ 林 
(もうすぐ式が)始まるところ
(だ) 

ﾊｼﾞﾏﾙﾄｺﾛ 林 

早いところ(済ます) ﾊﾔｲﾄｺﾛ 朝 
非の打ちどころ(がない) ﾋﾉｳﾁﾄﾞｺﾛ 記､朝 
(見る)べきところ(はない) ﾍﾞｷﾄｺﾛ 読 
見たところ(変わりない) ﾐﾀﾄｺﾛ 毎 
見どころ ﾐﾄﾞｺﾛ 林､毎 
役どころ ﾔｸﾄﾞｺﾛ 記､毎､朝 
(普通の人間なら当然おこ)り
出すところ(だ) 

ﾘﾀﾞｽﾄｺﾛ 林 

(彼には人をひきつけ)るとこ
ろ(がある) 

ﾙﾄｺﾛ 林 

(家を建て)る所 ﾙﾄｺﾛ 文 
(人の知)るところ(となった) ﾙﾄｺﾛ 林 
(私が愛す)るところの(家族) ﾙﾄｺﾛﾉ 林  
「物」「者」「もの」使用例 読み 典拠 

揚げ物 ｱｹﾞﾓﾉ 正 
(そんな時は何も聞かずにい
て)あげるもの(だ) 

ｱｹﾞﾙﾓﾉ 林 

(そんなことが)あるもの(か) ｱﾙﾓﾉ 林 
(こう)いうもの ｲｳﾓﾉ 記､日 
(誰が)言うもの(ですか) ｲｳﾓﾉﾃﾞ 林 
家の者（を迎えにやる） ｲｴﾉﾓﾉ 林 
(故郷とはい)いもの(だ) ｲﾓﾉ 林 
(その回答は正し)いもの(と
認める) 

ｲﾓﾉ 記 

(正し)いもの(と認められる) ｲﾓﾉ 言 
(正し)いもの(と認める) ｲﾓﾉ 文､読､漢､正 
(どんな人もお世辞には弱)
いもの(だ) 

ｲﾓﾉ 林 

美しい物(には美しい心が宿
る) 

ｳﾂｸｼｲﾓﾉ 朝 

大物 ｵｵﾓﾉ 正 
臆病者 ｵｸﾋﾞｮｳﾓﾉ 記 
贈り物 ｵｸﾘﾓﾉ 毎 
愚か者 ｵﾛｶﾓﾉ 記 

変り者 ｶﾜﾘﾓﾉ 記 

(親の言うことは聞)くもの(だ) ｸﾓﾉ 記､読､正 
(かかる原理に基づ)くもの(で
ある) 

ｸﾓﾉ 言 

比べもの(にならない) ｸﾗﾍﾞﾓﾉ 記､日､読 
現代物 ｹﾞﾝﾀﾞｲﾓﾉ 林 
剛の者 ｺﾞｳﾉﾓﾉ 記 
極道者 ｺﾞｸﾄﾞｳﾓﾉ 記 
(そう)したいもの(だ) ｼﾀｲﾓﾉﾞ 記 
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 (人間はとかく過去を美化)し
たがるもの(らしい) 

ｼﾀｶﾞﾙﾓﾉ 林 

(・・・)したもの(だ) ｼﾀﾓﾉﾞ 記 
(返事は)したものの ｼﾀﾓﾉﾉ 記､正 
死に物狂い ｼﾆﾓﾉｸﾞﾙｲ 漢 
若輩者 ｼﾞｬｸﾊｲﾓﾉ 記 
(目安を示)すもの(である) ｽﾓﾉ 文 

(それは)切腹物(だ) ｾｯﾌﾟｸﾓﾉ 林 
切腹もの ｾｯﾌﾟｸﾓﾉ 記､正 

そうはいうものの ｿｳﾊｲｳﾓﾉﾉ 朝 
(出題)そのもの(が間違って
いる) 

ｿﾉﾓﾉ 記 

たいしたもの(だ) ﾀｲｼﾀﾓﾉ 朝 
食べ物 ﾀﾍﾞﾓﾉ 林 
(置き忘れ)た物(がある) ﾀﾓﾉ 言 
(最高裁判所が指名し)た者
(の名簿) 

ﾀﾓﾉ 言 

(あの難関をよくくぐり抜け)た
もの(だ) 

ﾀﾓﾉ 林 

(あの男にも)困っ)たもの(だ) ﾀﾓﾉ 林 
(何をするかわかっ)たもの(で
はない) 

ﾀﾓﾉ 林 

(食え)たもの(ではない) ﾀﾓﾉ 朝 
(彼はもう帰っ)たもの(と思わ
れる) 

ﾀﾓﾉ 林 

(あきらめ)たもの(とみえて,そ
の後何も言ってこない) 

ﾀﾓﾉ 林 

(あの映画は一度見)た物(だ) ﾀﾓﾉ 林 
(大人になっ)たもの(だ) ﾀﾓﾉ 朝 
(だれか試し)てみる者(はい
ないか) 

ﾃﾐﾙﾓﾉ 林 

(幸福)という物(はとかく失わ
れやすい) 

ﾄｲｳﾓﾉ 林 

(人情)というもの(は) ﾄｲｳﾓﾉ 記､正 

夏物 ﾅﾂﾓﾉ 林 
怠け者 ﾅﾏｹﾓﾉ 記 
西陣物 ﾆｼｼﾞﾝﾓﾉ 林 
塗り物 ﾇﾘﾓﾉ 林 
(三)年物(のワイン) ﾈﾝﾓﾉ 林 
ノーベル賞もの(の発見) ﾉｰﾍﾞﾙｼｮｳﾓﾉ 読 
のけ者 ﾉｹﾓﾉ 記 
(１８歳未満)の者 ﾉﾓﾉ 文 
(お前)のような者(は勘当だ) ﾉﾖｳﾅﾓﾉ 林 

(まったく)冷や汗物(だった) ﾋﾔｱｾﾓﾉ 林 
冷や汗もの ﾋﾔｱｾﾓﾉ 記､正 

北海物 ﾎｯｶｲﾓﾉ 正 
掘り出し物 ﾎﾘﾀﾞｼﾓﾉ 毎 
見もの ﾐﾓﾉ 朝 

物言い ﾓﾉｲｲ 
新､読､毎､朝､
正 

もの言い(をつける) ﾓﾉｲｲ Ｎ､漢 

物忌み ﾓﾉｲﾐ 
新､読､毎､朝､
正 

もの忌み ﾓﾉｲﾐ Ｎ､漢 

物入り ﾓﾉｲﾘ 
読､朝､Ｎ､漢､
正 

物憂い ﾓﾉｳｲ 毎､朝､正 
もの憂い ﾓﾉｳｲ 記､漢 

もの憂げ ﾓﾉｳｹﾞ 漢 
物売り ﾓﾉｳﾘ 読､毎､朝､漢 

物置 ﾓﾉｵｷ 
記､新､読､毎､
朝､漢､正 

物置小屋 ﾓﾉｵｷｺﾞﾔ 朝､漢 

物おじ ﾓﾉｵｼﾞ 毎､正 
ものおじ ﾓﾉｵｼﾞ 漢 

物惜しみ ﾓﾉｵｼﾐ 
読､毎､朝､漢､
正 

物音 ﾓﾉｵﾄ 漢､正 

物覚え ﾓﾉｵﾎﾞｴ 
新､読､毎､朝､
正 

物思い（にふける) ﾓﾉｵﾓｲ 
新,読､毎､朝､
漢､正 

(窓から)物が落ち(て来た) ﾓﾉｶﾞｵﾁ 林 
物書き ﾓﾉｶｷ 漢 
物陰[物に隠れて見えない
所:物陰から飛び出す] 

ﾓﾉｶｹﾞ 記､毎､漢 

物影[何かの姿-形:不気味
な物影] 

ﾓﾉｶｹﾞ 記､毎､毎 

物語(る) ﾓﾉｶﾞﾀ 
読､毎､朝､漢､
正 

物堅い ﾓﾉｶﾞﾀｲ 新､読､朝 

物語 ﾓﾉｶﾞﾀﾘ 
記､新､読､毎､
朝､漢､正 

物悲し(い) ﾓﾉｶﾞﾅｼ 正 
もの悲し(い) ﾓﾉｶﾞﾅｼ 記､漢 

(・・・)ものかは ﾓﾉｶﾊ 毎､朝 
物が分か(っている人) ﾓﾉｶﾞﾜｶ 林 
ものぐさ ﾓﾉｸﾞｻ 記､毎､朝､漢 
物狂い ﾓﾉｸﾞﾙｲ 正 
物乞い ﾓﾉｺﾞｲ 漢､正 
物心(が付く) ﾓﾉｺﾞｺﾛ 漢 
物腰 ﾓﾉｺﾞｼ 漢 
物事 ﾓﾉｺﾞﾄ 記､漢 

物差し ﾓﾉｻｼ 
記､新､読､毎､
朝､漢､正 

もの寂し(い) ﾓﾉｻﾋﾞｼ 林､漢 

物静か ﾓﾉｼｽﾞｶ 記 
もの静か ﾓﾉｼｽﾞｶ 林､漢 

物知り ﾓﾉｼﾘ 
記､読､朝､漢､
正 

物好き ﾓﾉｽﾞｷ 記､朝､漢､正 
ものすご(い) ﾓﾉｽｺﾞ 記､漢､正 

物する ﾓﾉｽﾙ 記 
ものする ﾓﾉｽﾙ 毎 

(命あっての)物種 ﾓﾉﾀﾞﾈ 漢 

物足りな(い) ﾓﾉﾀﾘﾅ 記､正 
もの足りな(い) ﾓﾉﾀﾘﾅｲ 漢 

(甲はその責任を負う)ものと
する[契約書ナドノ文言] 

ﾓﾉﾄｽﾙ 林 

物とも(しない) ﾓﾉﾄﾓ 林､正 

物取り ﾓﾉﾄﾘ 
新､読､朝､漢､
正 

物にする ﾓﾉﾆｽﾙ 正 
(英語を)ものにする ﾓﾉﾆｽﾙ 読 

物に憑かれ(る) ﾓﾉﾆﾂｶﾚ 林 
物にな(るかどうか) ﾓﾉﾆﾅ 林 
物にな(る) ﾓﾉﾆﾅ 記､正 
物には(順序がある) ﾓﾉﾆﾊ 林 
ものの(1 分もすれば) ﾓﾉﾉ 記 
物の(出回り) ﾓﾉﾉ 言 
もののあわれ ﾓﾉﾉｱﾜﾚ 漢 
物の数(ではない) ﾓﾉﾉｶｽﾞ 林､漢 

物の怪[け] ﾓﾉﾉｹ 林､正 
もののけ ﾓﾉﾉｹ 漢 

物のはずみ ﾓﾉﾉﾊｽﾞﾐ 林 
ものの弾み ﾓﾉﾉﾊｽﾞﾐ 記 

物の見方 ﾓﾉﾉﾐｶﾀ 正 
物の見事 ﾓﾉﾉﾐｺﾞﾄ 記 
物の役(に立たない） ﾓﾉﾉﾔｸ 林 
物は(乏しくても心は豊かで
ありたい) 

ﾓﾉﾊ 林､朝 

物は言いよう ﾓﾉﾊｲｲﾖｳ 正 
物は考えよう(だ) ﾓﾉﾊｶﾝｶﾞｴﾖｳ 林 
(価値は安いが,)物は確か
(だ) 

ﾓﾉﾊﾀｼｶ 林 

物は試し ﾓﾉﾊﾀﾒｼ 記､正 

物干し(台) ﾓﾉﾎｼ 
記､新､読､朝､
正 

物干し(ざお) ﾓﾉﾎｼ 漢､正 
物干し(場) ﾓﾉﾎｼ 漢 
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 物欲しげ ﾓﾉﾎｼｹﾞ 記､毎､朝 
もの欲しげ ﾓﾉﾎｼｹﾞ 漢 

物まね ﾓﾉﾏﾈ 記､毎 
ものまね ﾓﾉﾏﾈ 漢 

物見(高い) ﾓﾉﾐ 記､毎､朝､漢 
物見遊山 ﾓﾉﾐﾕｻﾝ 記､漢 
物珍し(い) ﾓﾉﾒｽﾞﾗｼ 記､日 
もの珍し(い) ﾓﾉﾒｽﾞﾗｼ 漢 
物申す ﾓﾉﾓｳｽ 正 
物も食べ(ない) ﾓﾉﾓﾀﾍﾞ 林 
物持ち ﾓﾉﾓﾁ 読､朝､漢､正 

物々し(い) ﾓﾉﾓﾉｼ 記､正 
ものものし(い) ﾓﾉﾓﾉｼ 漢 

物もらい ﾓﾉﾓﾗｲ 漢 
物柔らか(い) ﾓﾉﾔﾜﾗｶ 記､読､毎､朝 

もの柔らか ﾓﾉﾔﾜﾗｶ 漢 

物分かり(がよい) ﾓﾉﾜｶﾘ 記､毎､漢､正 

物別れ ﾓﾉﾜｶﾚ 
記､新､読､毎､
朝､漢､正 

物忘れ ﾓﾉﾜｽﾚ 
記､読､朝､漢､
正 

物笑い ﾓﾉﾜﾗｲ 
記､読､毎､朝､
漢､正 

物を言(う)[口出し､憶測で物
を言う] 

ﾓﾉｦｲ 林､記 

ものをいう(役立つ)経験がも
のをいう 

ﾓﾉｦｲｳ 記 

物を売る ﾓﾉｦｳﾙ 日 
(階段に)物を置(くのは危険
だ) 

ﾓﾉｦｵ 林 

物を思(う) ﾓﾉｦｵﾓ 林 
(人の)物を借り(る) ﾓﾉｦｶﾘ 林 
(日本的な)物を好(む) ﾓﾉｦｺﾉ 林 
物を大切に(扱う) ﾓﾉｦﾀｲｾﾂﾆ 文 
焼き物 ﾔｷﾓﾉ 林､記 
汚れ物 ﾖｺﾞﾚﾓﾉ 記 
読み物 ﾖﾐﾓﾉ 林 
(自動車に積載す)る物(の制
限) 

ﾙﾓﾉ 言 

(所有す)る物 ﾙﾓﾉ 言 
(他人には親切にす)るもの
(だ) 

ﾙﾓﾉ 朝 

(将来これを受け)る者(の一
代に限り・・・) 

ﾙﾓﾉ 言 

若い者 ﾜｶｲﾓﾉ 林 
忘れ物 ﾜｽﾚﾓﾉ 日 
(二人でよく遊)んだもの(だ) ﾝﾀﾞﾓﾉ 林 
 

【注】 

Ｎ（ＮＨＫ新用字用語辞典 日本放送協会 2008）と、漢（ＮＨＫ漢字表記辞典 ＮＨＫ放送文化研究所 2012）でよく見ら

れる、漢字表記と平仮名表記を併記し、どちらもあり得るとしている場合は、始めに記載されているものを採用した。 
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